
司会・座長・講師・演者へのご案内

司会・座長の皆様ヘ
・  指定演題・一般演題（口演）座長の先生方はセッション開始 15 分前までに次座長席にお越しく
ださい。

・  一般演題（ポスター）座長の先生方はセッション開始15分前までにポスター会場入口付近の「ポ
スター座長受付」にお越しください。

・  一般演題（口演）、研修医セッション、学生セッション、学術奨励賞選考セッション、活性化委
員会推薦演題は、発表 7分、質疑応答 3分です。一般演題（ポスター）は、発表 3分、質疑応答
2分です。定刻通りの進行をお願いいたします。

講師・演者の皆様ヘ
 1．講演時間
・発表時間は以下のとおりとなっております。時間厳守でお願いいたします。
【指定演題・受賞演題】
　セッションにより発表時間が異なります。別途ご連絡いたしました内容をご確認ください。
【一般演題（口演）・研修医セッション・学生セッション・学術奨励賞選考セッション・
活性化委員会推薦演題】
　発表 7分、質疑応答 3分（1題計 10 分以内）
・次演者は、セッション開始 10 分前までに次演者席にお越しください。
【一般演題（ポスター）】
　発表 3分、質疑応答 2分（1題計 5分以内）

 2．発表データ受付（動作確認）
・発表開始 45 分前までに、PC受付にて発表データの動作確認をしてください。
（※PC持込みの場合も必ず、事前に PC受付に立ち寄り、動作確認を行ってください。）
翌日分の発表データ受付も可能です。但し、PC受付が混み合った場合、発表の早い演題を優先
させていただくことがあります。

PC受付場所・時間

受付場所 11 月 7 日（木） 11 月 8 日（金） 11 月 9 日（土）

アクトシティ浜松
コングレスセンター 1F　ロビー

12：00～17：30 8：20～17：00 8：20～14：00

・  発表データはUSBフラッシュメモリに保存してご持参ください。
　詳しくは後述の【◆データ作成にあたって】をご参照ください。
・データ破損などのトラブルに備え、発表データのバックアップをご用意ください。
・データファイル名は【演題番号 _氏名】としてください。（例 001_ 浜松　太郎）
・発表時のスライド上映は演台上のパソコンを使って演者自身で行ってください。
・  会場内左手側前方に［次演者席］を設けています。ご自身の発表 10 分前までにご着席くださ
い。
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◆データ作成にあたって
・  会場に用意する PCのアプリケーションは、Windows　Microsoft　PowerPoint2019 となりま
す。

・  PowerPoint2016 で作成したデータも対応は可能ですが、その際は PC受付にてお申し付けく
ださい。

・  フォントはOS標準のみご使用ください。
　日本語：MSゴシック・MSPゴシック・MS明朝・MSP明朝
　英　語：Times New Roman・Arial・Arial　Black・Century・Century Gothic
　※  上記以外のバージョン、フォントで作成されたデータは、レイアウト崩れなど表示に不具合
が発生することがあります。

・  画面の解像度はXGA（1024×768）に設定してください。
・  発表データは、作成に使用したPC以外でも事前に動作確認を行い、文字化け・レイアウト崩
れなどが発生せずにデータを読み込めることを必ず確認してください。

・  発表データの受付（PC本体持込み含む）は、発表の 45分前までに必ずお済ませください。そ
の際、モニターでフォントやレイアウト等に問題がないことをご確認ください。

・  動画や音声を含む場合や、Macintosh（Mac OS）でデータを作成された場合は、必ずPC本体
をお持ち込みください。

・  混雑回避のため、PC受付でのデータ修正はできませんのでご了承ください。
・  データは最新のウイルス駆除ソフトにてチェックをお済ませの上、ご持参ください。
・  お預かりしたデータは大会終了後、事務局で責任をもって消去いたします。

◆ PC本体持込の際のお願い
・  動画や音声を含む場合、およびMacintosh を使用される方は、必ずPC本体をお持ち込みくだ
さい。

・  PC の故障などのトラブルに備え、必ずデータのバックアップをご用意ください。
・  PC 本体をお持ち込みになる場合は、PC受付にて動作確認後、セッション開始 30 分前までに
PCをご自身で各会場左側前方のPCオペレーター席へお持ちください。発表終了後、PCオペ
レーター席にて PCを返却いたします。

・  PC 受付にて事前の映像チェックを必ず行ってください。
・  PCの機種やOSにより映像の外部出力設定方法が異なりますので、お持ち込みのPCが映像の
外部出力に対応可能かどうかを事前にご確認ください。

・  会場で用意する PCケーブルコネクタの形状は、Mini D-sub 15pin です。変換コネクタを必要
とする場合には必ずご自身でお持ちください。

 
・  スクリーンセーバー、ウイルスチェック、並びに省電力設定はあらかじめ解除しておいてくだ
さい。

　解除されていないと発表中にスクリーンセーバー等が作動してしまうことがあります。
・  再起動が必要になる場合がありますので、パスワード入力はあらかじめ［不要］に設定してく
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ださい。
・  コンセント用電源アダプタを必ずご持参ください。バッテリーのみで駆動している場合、トラ
ブルの原因になることがあります。

・  動画データ使用の場合は、以下のソフトで再生可能であるものに限定いたします。
　Windows：Windows Media Player

 3．討論
・  会場での質疑は、座長の許可を受けた上で、必ず所属・氏名を明らかにしてからご発言ください。
・  その際、質問に対する応答が終わるまでマイクのそばでお待ちください。
・  一般演題（口演）、優秀演題研修医セッション、学術奨励賞選考セッション、活性化委員会推薦
演題の討論時間は 1題につき 3分です。

・  追加または質疑応答の発言内容の取捨選択は、司会ならびに座長に一任ください。

 4．ご発表の先生方へ
・  日本感染症学会、日本化学療法学会いずれの発表でも利益相反に関するスライド（以下参照）を
発表スライドの 1枚目に入れてください。

様式 1-A　  学術講演会口頭発表時、申告すべき
COI 状態がない時

様式 2-B　  学術講演会口頭発表時、申告すべき
COI 状態がある時

COl 自己申告の開示基準
　COI自己申告に必要な金額は、以下のごとく、各々の開示すべき事項について基準を定めるもの
とする。
（1）  医学系研究に関連する企業・法人組織や営利を目的とした団体（以下、企業・組織や団体とい

う）の役員、顧問職については、1つの企業・組織や団体からの報酬額が年間 100 万円以上と
する。

（2）  株式の保有については、1つの企業についての1年間の株式による利益（配当、売却益の総和）
が 100 万円以上の場合、あるいは当該全株式の 5%以上を所有する場合とする。

（3）  企業・組織や団体からの特許権使用料については、1つの権利使用料が年間 100 万円以上とす
る。

（4）  企業・組織や団体から、会議の出席（発表、助言など）に対し、研究者を拘束した時間・労力
に対して支払われた日当（講演料など）については、1つの企業・団体からの年間の講演料が
合計 50 万円以上とする。
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（5）  企業・組織や団体がパンフレット、座談会記事などの執筆に対して支払った原稿料について
は、1つの企業・組織や団体からの年間の原稿料が合計 50 万円以上とする。

（6）  企業・組織や団体が提供する研究費については、1つの企業・団体から、医学系研究（共同研
究、受託研究、治験など）に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る研究契約金の総額が
年間 100 万円以上のものを記載する。

（7）  企業・組織や団体が提供する奨学（奨励）寄附金については、1つの企業・組織や団体から、
申告者個人または申告者が所属する講座・分野または研究室に対して、申告者が実質的に使途
を決定し得る寄付金の総額が年間 100 万円以上のものを記載する。

（8）  企業・組織や団体が提供する寄附講座に申告者らが所属している場合とする。但し、申告者が
実質的に使途を決定し得る寄付金の総額が年間 100 万円以上のものを記載する。

（9）  その他、研究とは直接無関係な旅行、贈答品などの提供については、1つの企業・組織や団体
から受けた総額が年間 5万円以上とする。

　但し、開示基準（1）「企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職」とは、研究機関に所属する
研究者が特定企業の役員、顧問職に就任し、契約により定期的にかつ継続的に従事し報酬を受け取
る場合を意味しており、相手企業からの依頼により単回でのアドバイスなどの提供は開示基準（4）
「企業や営利を目的とした団体より、会議の出席（発表、助言）に対し、研究者を拘束した時間・
労力に対して支払われた日当、講演などの報酬」として申告すること。
　さらに、（6）、（7）については、すべての申告者は所属する部局（講座、分野）あるいは研究室
などへ関係する企業や団体などから研究経費、奨学寄附金などの提供があった場合に申告する必要
がある。なお、企業などから提供される研究費・寄付金に係る判断基準額については、申告者が実
質的に使途を決定し得る金額を申告すると明確に示した。申告された内容の具体的な開示、公開の
方法については所定の様式に従う。

 5．ポスター発表の先生方へ
1）ポスター貼付、撤去時間
貼付時間：11 月 7 日（木）13：00～17：00
撤去時間：11 月 9 日（土）12：00～14：00
※  演題番号および貼付に必要な押しピンは事務局でご用意いたします。
※  11 月 9日（土）14：00を過ぎても放置してあるポスターは、事務局で廃棄しますのでご了承
ください。

2）発表・討論時間
発表 3分、質疑応答 2分（1題計 5分以内）
11 月 8 日（金）14：00～16：00
※  セッションにより開始時間・終了時間が異なりますので、詳細は84～86ページをご確認くだ
さい。

※  演者はご自身のパネルの前に待機し、時間になりましたら、発表者用のリボンを着用し、座
長の進行に従い発表を行ってください。

3）場所
アクトシティ浜松 1F、2F　大ホールホワイエ
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4）ポスター掲示
・  演題ごとに縦 20cm、横 20cm（図参照）の演
題番号のみを事務局で用意いたします。

・  パネルの規格に従って演題名、所属名、演者
名、発表内容のポスターをご用意ください。

・  発表内容は「掲示スペース」に掲示してくだ
さい。

・  ポスター掲示の最後に、COI状態を開示くだ
さい。

 6．講演の抄録（後抄録）提出
1．  一般演題は、いずれも 800 字以内（演題名、演者所属、氏名を含む）の抄録の提出をお願いい
たします。

2．  後抄録は会議後に以下の要領にてご提出願います。
・  必ず会期終了後 1週間以内にご提出ください。
・  文書ファイルをE-mail に添付し、学会事務局へ送信してください。
・  文書ファイルはMicrosoft Word にて作成し、テキスト形式としてください。
　日本感染症学会への発表者：info@kansensho.or.jp
　日本化学療法学会への発表者：karyo@jc4.so-net.ne.jp

演題番号は事務局にて用意します。

演題名、演者名、所属
（発表者各自でご用意ください）

掲 示 ス ペ ー ス160cm

30cm

20cm

20cm 70cm

90cm

※見えづらい為、こちらの箇所には
できるだけ貼らないでください。

210cm

演題
No.

ご
案
内

－26－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




